
気管支喘息

小児（１５歳以下）の
重症度分類

治療ステップ１

吸入ステロイドの使用なし
かつ
経口ステロイド（維持）の使用
なし
かつ
抗IgE抗体の使用なし

治療ステップ２

吸入ステロイド（低用量）の使
用有
かつ
経口ステロイド（維持）の使用
なし
かつ
抗IgE抗体の使用なし

治療ステップ３

吸入ステロイド（中用量）の使
用有
かつ
経口ステロイド（維持）の使用
なし
かつ
抗IgE抗体の使用なし

治療ステップ４

下記のうちいずれか１つ以上
を満たす
①吸入ステロイド（高用量）の
使用有
②経口ステロイド（維持）の使
用有
③抗IgE抗体の使用有

間欠型
１．なし
２．年に数回

間欠型 軽症持続型 中等症持続型 重症持続型

軽症持続型
３．１回/月以上、１回/週未満

軽症持続型 中等症持続型 重症持続型 重症持続型

中等症持続型
４．１回/週以上、１回/日未満

中等症持続型 重症持続型 重症持続型 最重症持続型

重症持続型
５．毎日/生活に制限なし
６．毎日/生活に制限あり

重症持続型 重症持続型 重症持続型 最重症持続型

気管支喘息

成人（１６歳以上）の
重症度分類

治療ステップ１

吸入ステロイドの使用なし
かつ
経口ステロイド（維持）の使用
なし
かつ
抗IgE抗体の使用なし

治療ステップ２

吸入ステロイド（低用量）の使
用有
かつ
経口ステロイド（維持）の使用
なし
かつ
抗IgE抗体の使用なし

治療ステップ３

吸入ステロイド（中用量）の使
用有
かつ
経口ステロイド（維持）の使用
なし
かつ
抗IgE抗体の使用なし

治療ステップ４

下記のうちいずれか１つ以上
を満たす
①吸入ステロイド（高用量）の
使用有
②経口ステロイド（維持）の使
用有
③抗IgE抗体の使用有

コントロールされた状態
及び
軽症間欠型相当
１．なし
２．年に数回
３．１回/月以上、１回/週未満

軽症間欠型 軽症持続型 中等症持続型 重症持続型

軽症持続型相当
４．１回/週以上、１回/日未満

軽症持続型 中等症持続型 重症持続型 重症持続型

中等症持続型相当
５．毎日/生活に制限なし

中等症持続型 重症持続型 重症持続型 最重症持続型

重症持続型相当
６．毎日/生活に制限あり

重症持続型 重症持続型 重症持続型 最重症持続型

重症度分類表
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＊最重症持続型を区別できる分類とした。

患者データ解析用重症度換算表（15歳以下）
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患者データ解析用重症度換算表（16歳以上）

治療ステップ
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